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「良好な栄養状態は、人間の幸福の基盤になる」

　これは2013年に開催された、最初の「栄養サミット」の翌年2014年にこの会議

の内容をもとに作成された「世界栄養報告書」の序文です。「持続可能な開発

目標(SDGｓ)」が設定される前のことです。栄養不良の解決なくしては、SDGｓの

多くの項目を目標値に到達させることが困難になることが国際的に認識される

ようになったそうです。

　「良好な栄養状態」を維持するためにはどうすればよいのでしょうか。何を食べる

か二つに一つ、でもなければ、ある特定の栄養素、食品、さらに食品群を極端に

制限し、逆に過大評価して推奨することでもありません。このコロナ禍においては

普段の生活に制限があったことにより、野菜や果物、乳製品が減少し、炭水化物

を多く含む食品の摂取量が増加したそうです。このように食べることは様々な出来事

の影響を受けやすく、毎食思い通りに、とはいかないことのほうが多いように思い

ます。

　

　おすすめは「一汁三菜」という日本の献立の考え方です。「良好な栄養状態」

を保つための指標の一つに「日本人の食事摂取基準2020」というものがあります

が、献立を「一汁三菜」で考えると、この中で示されている基準に自然と近づける

と思いますが、ポイントは「減塩すること」です。昔ながらの「一汁三菜」となると少し

食塩をとりすぎることになるので、薄味が好みの味になるよう、少しずつ時間をかけて

慣れていきましょう。　
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外来受診の予約について（平日8:30-17:00）

紹介状をお持ちでない方

会津中央病院
TEL 0242-25-1515（代）

医療機関からのご紹介又は紹介状をお持ちの方

会津中央病院　病診連携室
TEL 0242-33-7100

＊紹介状をお持ちでない方の受診予約は各診療科へお問い合わせください。
＊初診時に保険外併用療養費として3,000円を頂いております

＊ご紹介状をお持ちの方は病診連携室で受診予約を承っております。

栄養科　星　直子

［ よ ろ こ び ］
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が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の
事
業
構
想
は

2
0
2
0
年
か
ら
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。病
院
長
を
筆
頭
に
、が
ん
集
学
的
治
療

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、医
師
、看
護
師
、

薬
剤
師
、検
査
技
師
、放
射
線
技
師
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
職
種
の
メ
ン
バ
ー
を
招
集

し
、現
状
の
運
用
確
認
と
問
題
点
の
整
理
な
ど

新
規
事
業
へ
向
け
て
検
討
会
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。さ
ら
に
、放
射
線
治
療
委
員
会
、

化
学
療
法
委
員
会
、緩
和
ケ
ア
委
員
会
な
ど

各
小
委
員
会
を
設
置
し
、各
種
治
療
の
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
や
患
者
動
線
の
検
討
、マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ス
タ
ッ
フ
教
育
に

も
力
を
い
れ
、２
ヶ
月
に
一
度
の
が
ん
治
療
に

関
す
る
講
演
会
の
開
催
、キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド

な
ど
多
職
種
で
の
症
例
検
討
会
の
開
催
、専
門

医
や
専
門
看
護
師
な
ど
の
養
成
な
ど
、職
員

個
々
の
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
人
材
育
成・教

育
体
制
を
整
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

が
ん
に
関
す
る
研
究
は
目
覚
ま
し
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
み
、そ
れ
に
伴
っ
て
が
ん
の
治
療

法
も
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。都
心
の
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
巨
大
な
組
織
で
は
研
究
に

直
結
し
た
治
療
を
そ
れ
ぞ
れ
完
遂
で
き
ま
す

が
、地
方
都
市
で
は
、す
べ
て
の
治
療
分
野
を

可
能
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。患
者
さ
ん

は
希
望
す
る
治
療
を
受
け
る
た
め
に
は
複
数

の
病
院
を
掛
け
持
ち
で
受
診
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す
。し
か
し
、今

回
の
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
放
射
線
治
療

機
器
と
し
て
評
価
の
高
いV

a
ria

n
 

TrueBeam

と
い
う
最
新
鋭
の
も
の
を
導
入

し
、手
術
療
法
、が
ん
化
学
療
法
、放
射
線
治

療
、緩
和
医
療
、そ
し
て
患
者
さ
ん
の
強
力
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
部
門
を
統
合
し
、総
合
的

に
治
療
が
で
き
る
施
設
を
立
ち
上
げ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
全
力
で
癌
を
取
り
除
き

少
し
で
も
完
全
摘
除
に
よ
る
治
癒
を
目
指

し
ま
す
。こ
の
た
め
に
は
内
視
鏡
手
術
、ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
高
い
練
度
で
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、福
島
県
立
医
科

大
学
の
外
科
手
術
支
援
チ
ー
ム
が
外
科
医

の
修
練
を
含
め
た
指
導
体
制
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
装
置Varian TrueBeam

治
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
っ
て
、同
一
の

機
器
を
有
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
の
放

射
線
治
療
部
門
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
共
同
治

療
計
画
シ
ス
テ
ム
を
開
設
し
ま
す
。こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
実
現
不
可
能

で
あ
っ
た
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ
、治
療
部

位
に
き
わ
め
て
限
局
し
た
照
射
と
、治
療

部
位
を
取
り
巻
く
正
常
組
織
に
は
限
り
な

く
照
射
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
副
作
用
を

抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
化
学
療
法
は
、近
年
進
歩
が
著
し
く
が
ん

治
療
の
第
４
の
柱
と
称
さ
れ
る
が
ん
免
疫

療
法
の
普
及
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。当
院
で
は
福
島
県

立
医
科
大
学
で
長
年
が
ん
免
疫
学
の
研
究

に
携
わ
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
、が
ん

免
疫
療
法
の
選
択
と
実
施
に
万
全
の
体
制

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。福
島
県
立

医
大
の
が
ん
免
疫
研
究
チ
ー
ム
と
も
連
携

し
、さ
ら
に
効
果
的
、安
全
な
癌
免
疫
療
法

を
求
め
る
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

緩
和
ケ
ア

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

国のがん対策基本法などで、がんの罹患
率や5年生存率も改善してきているが、ま
だまだ増加傾向である。医療技術革新が
進む今、がんの治療が大きく変わろうとし
ている。最先端のロボット手術や、がんを
ピンポイントで治療する放射線治療、新
薬の開発、ゲノム検査によるプレシジョン
メディシン医療など、最前線の医療技術
は進化し続けている。更には、緩和医療や
アピアランスケア、治療の支援体制など、
がん治療に対するバックアップ体制の構
築も進んできている。

会津中央病院 がん治療センター

会
津
中
央
病
院
の

が
ん
治
療
へ
の
取
り
組
み

手
術
療
法

放
射
線
治
療

化
学
療
法
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緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、が
ん
に
よ
る
症

状
、治
療
に
よ
る
副
作
用
な
ど
に
対
し
て
専

門
の
資
格
を
有
す
る
医
師・看
護
師
な
ど
の

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
症
状
の
改
善
を

目
指
し
ま
す
。ま
た
、希
望
に
応
じ
て
将
来

的
な
療
養
の
計
画
を
提
案
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。が
ん
の
罹
患
や
増
悪
に
伴
う
精
神

的
な
負
担
や
将
来
的
な
不
安
、金
銭
的
な

不
安
や
ご
家
族
に
対
す
る
思
い
な
ど
、専
門

医
を
は
じ
め
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
事
務

職
員
も
全
力
で
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を
支

え
る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
に
は
見
た
目（
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
）、身
体
的
・
美
容
的
な
面
で
の
支
援

（
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
）が
必
要
に
な
り
ま

す
。化
学
療
法
の
副
作
用
と
し
て
の
脱
毛
は

そ
の
典
型
で
す
が
、働
き
な
が
ら
治
療
に
挑

む
方
が
増
え
て
お
り
、ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
の
重

要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。が
ん

対
策
基
本
法
で
も
、化
学
療
法
な
ど
の
が
ん

治
療
は
通
院
治
療
で
働
き
な
が
ら
の
継
続

を
薦
め
て
お
り
、ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

福島県立医科大学
地域包括的癌診療研究講座
柴田昌彦教授

text : 

医
療
を

地
方
創
生
へ
と

つ
な
ぐ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津

国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構
量子生命・医学部門長

中野隆史 先生

　2020.2月、福島医科大学に地域包括的癌診療研究
講座が立ち上がった。この講座は、講座主任の柴田昌
彦教授を筆頭に、会津地域における包括的な癌検診、
診断、治療の実践と福島県内の地域医療機関を含め
た癌診療と救命医療との連携推進を研究テーマとし、
会津エリアの医療体制の充実、さらには福島県全体と
しての医療体制の拡充を考え研究を進めている。ま
た、柴田教授は同年、会津中央病院のがん治療セン
ター開設準備室・室長にも着任し、会津中央病院がん
治療センターの立ち上げに尽力されている。

福島医大との連携

地域包括的癌診療研究講座　柴田昌彦教授

がん治療センター 開設記念講演会

「進化する放射線治療：会津中央病院に導入される
 最新の放射線治療機器でできること」

福島県立医科大学　消化管外科学 主任教授

河野  浩 二 先生

「消化器がんにおけるロボット手術と免疫療法」

日 時　2022年9月19日（祝日）
時 間　13時
場 所　会津若松市文化センター



水面に映し出される光と影のコントラストは昼夜を
問わず幻想的な雰囲気を醸し出している。木々を見
ながらゆったり寛げる空間やスタッフが効率的に動
ける導線作りなど、がん治療センターは様々な事が
考えられ設計されている。

正面玄関から内部へ進むと、真っ先に目に入ってくるのは、巨大なアクアリウム。来院者
は目の前でゆったりと回遊する熱帯魚に癒やされながら、下階から響くアクアパティオ
からの水音が、緊張した心を解きほぐしてくれる。

◆主な作品WORKS
会津中央病院ウエスト棟、会津中央病院イースト棟、
会津中央病院新館免震工事、プリスクール水輝（保育
園）、四季彩―力 ( 日本旅館 )、 仙寿庵 (日本旅館 )、 貴
祥庵 (日本旅館 )、大和の湯 (温泉施設 )、銀座久兵衛
（寿司屋）、など

1945　新潟県上越市生まれ
1975　栴工房設計事務所設立
1989　羽深隆雄・栴工房設計事務所に改める

羽深隆雄 建築家

004 003

　
2
0
0
9
年
5
月
、こ
れ
ま
で
の
病
院
の

イ
メ
ー
ジ
と
一
線
を
画
す
ま
っ
た
く
新
し
い

形
の
医
療
施
設
が
誕
生
し
た
。そ
れ
は
、会

津
中
央
病
院「
ウ
エ
ス
ト
棟
」。建
築
で
目
指

し
た
の
は
、患
者
に
選
ば
れ
る
病
院
ら
し
く

な
い
病
院
だ
っ
た
。か
つ
て
病
院
建
築
で
表

現
で
き
な
か
っ
た
空
間
の
創
造
性
が
仕
込

ま
れ
て
い
る
。ウ
エ
ス
ト
棟
は
、外
来
や
病

棟
な
ど
の
機
能
性
を
高
め
、医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
ベ
ー
ス
に
し
た「
お
も
て
な
し

の
心
」が
満
ち
て
い
る
。

　

会
津
中
央
病
院
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

「
ホ
テ
ル
並
み
の
質
を
持
つ
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ

空
間
」を
建
築
家
、羽
深
隆
雄
が
具
現
化
し

た
。そ
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
は
、日
常
の
環
境

で
医
療
従
事
者
と
患
者
が
と
も
に
治
癒
、快

復
を
目
指
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、建
物
の
外
観
は
、優
し
さ
を
表
現

す
る
ピ
ン
ク
、木
調
の
ラ
イ
ト
ブ
ラ
ウ
ン
、

清
々
し
い
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と
し
た
外
壁

を
使
用
し
て
い
る
。そ
れ
は
白
一
色
の
無
機

質
な
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、ま
る
で

欧
風
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
町
並
み
に
溶
け
込

む
。光
を
導
く
壁
面
の
総
ガ
ラ
ス
窓
が
さ
ら

に
棟
内
の
開
放
的
な
広
が
り
を
思
い
描
か

せ
て
い
る
。

　
ウ
エ
ス
ト
棟
が
竣
工
し
た
6
年
後
に
は
、

医
療
の
機
能
性
を
高
め
高
度
医
療
技
術
の

提
供
を
可
能
と
し
た「
イ
ー
ス
ト
セ
ン
タ
ー

棟
」が
竣
工
し
た
。建
物
内
に
は
、救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
や
消

化
器
病
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、手
術
室
や
内
視

鏡
シ
ス
テ
ム
、集
中
治
療
室
シ
ス
テ
ム
な
ど

I
T
に
よ
る
技
術
力
も
駆
使
し
検
査
や
集

中
治
療
を
可
能
と
し
た
超
急
性
期
医
療
に

対
応
で
き
る
医
療
設
備
を
重
点
的
に
整
え

た
。更
に
は
、こ
こ
に
も
医
療
と
建
築
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、所
々
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。イ
ー
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
ウ
エ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
を
行
き
来
す
る
天
井
の
高
い

渡
り
廊
下
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
と
集
約
さ
れ
て

い
て
中
庭
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
宇
宙
、地
球
、

生
命
を
テ
ー
マ
に
し
た
三
枚
組
の
意
匠
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、幻
想
的
か
つ
象
徴

的
な
パ
ネ
ル
イ
メ
ー
ジ
は
、ご
く
自
然
に

人
々
の
こ
こ
ろ
を
癒
や
し
て
く
れ
る
。

　

そ
し
て
、2
0
2
2
年
7
月
、が
ん
治
療

セ
ン
タ
ー
が
竣
工
す
る
こ
と
と
な
る
。こ
の

建
築
コ
ン
セ
プ
ト
は「
生
き
る
の
で
は
な
く

生
き
き
る
力
を
導
く
こ
と
」た
っ
た
一
度
の

人
生
な
の
だ
か
ら
、勇
気
を
持
っ
て
何
か
を

再
発
見
し
生
き
き
る
と
言
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。1
階
か
ら
３
階
ま
で
は
吹
き
抜
け
と

な
っ
て
お
り
、内
外
に
は
滝
や
池
、庭
園
な
ど

が
設
置
さ
れ
、空
や
水
の
青
色
、木
々
の
緑

色
に
、陽
の
光
が
差
し
込
む
幻
想
的
な
空
間

と
な
っ
て
い
る
。３
階
フ
ロ
ア
ー
正
面
に
は

六
曲
一
双
の
絵
が
あ
っ
て
、そ
の
下
に
シ
ル

ク
を
染
め
た
も
の
を
垂
ら
す
。そ
こ
に
照
明

と
風
を
あ
て
、シ
ル
ク
の
揺
ら
ぎ
を
水
面
に

映
り
込
ま
せ
る
な
ど
数
々
の
ア
ー
ト
作
品

が
セ
ッ
テ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
建

築
ア
ー
ト
に
よ
り
、生
き
る
力
、本
来
人
間

が
持
っ
て
い
る
治
癒
能
力
を
呼
び
起
す
、心

豊
か
で
静
か
な
動
的
空
間
を
求
め
て
い
る
。

病
気
に
よ
っ
て
自
由
が
狭
め
ら
れ
た
患
者

が
、心
身
と
も
に
自
由
を
取
り
戻
す
空
間
を

提
供
し
、メ
デ
ィ
カ
ル
と
建
築
ア
ー
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
新
し
い
病
院
建
築
を
目
指
し

た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。最
高
の
医
療
技
術

と
最
高
の
建
築
ア
ー
ト
で
、他
に
は
な
い
全

国
初
の
新
し
い
医
療
環
境
が
誕
生
し
た
。

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
と

建
築
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

イ
ー
ス
ト
セ
ン
タ
ー

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

（
取
材　
成
田 

尚
也
）

（上）イーストセンター棟

がん治療センター

（下）ウエスト棟



3
低侵襲治療のひとつ、胸腔鏡や腹腔鏡手術
も主体となってきました。当院ではこれらに
加えてロボット支援手術を行っています。内
視鏡的粘膜切除術(EMR)、内視鏡的粘膜下
層剥離術(ESD)の内視鏡手術も可能です。

手術室
operating room

2
強度変調放射線治療（IMRT）という治療が可能となりま
す。この装置によってこれまで治療が困難とされてきた、治
療効果を期待することができるようになりました。

放射線治療
radiation therap

電動ベッドやテレビ、Wi-Fi設備などを備えた15床の療法
室があります。療法室には、無菌調剤室が隣接し、安全に
管理された状態で薬剤の受け渡しが可能です。

化学療法室
hemotherapy room

1

7
医療スタッフによるフォローアップの他、院
内の美容室ではウィッグ（男性・女性）や皮
膚変色をカバーする化粧品、爪の変化に対
処するマニキュアなどのアピアランスに対
するサポート体制を整えています。

アピアランスケア
appearance care

8
市民向けに最新の医療情報をWebサイト
や講演会などを通して情報を発信していき
ます。市民の皆様の意見に耳を傾けなが
ら、新しい形のヘルスケアサービスを目指し
ていきます。

市民フォーラム
Citizens Forum

6
治療費の支払い、ご家族、ご家庭における
問題、仕事に関する問題など様々な対応が
必要となることがあります。専門のソーシャ
ルワーカーや看護師が、様々な支援サポー
トをしております。

がん相談支援センター
Cancer Consultation Support Center

5
がんの治療中には疼痛などの身体的な苦痛
や精神的な症状など様々な症状が出現しま
す。適切な治療が継続できるよう、疼痛コント
ロールや副作用の軽減を図っていきます。

緩和ケア
palliative care

4
手術、放射線療法及び化学療法に携わる
専門医や医療スタッフが集まり、治療や療
養生活支援、社会的支援などの患者さんの
治療方針を決めるカンファレンスを実施し
ています。

キャンサーボード
Cancer Board

006 005

蒲生が池

厨房
棟

手術
棟

外
来

管理
棟

放射線
棟

正面
玄関

庭園

救急玄関

大駐車場

蒲生が池
駐車場

透析
センター
駐車場

がん治療センター
1F:放射線治療
2F:化学療法室・相談室
3F:庭園

がん治療
センター

ウェスト
2

イースト
センター

ウェスト
1

透
析
セ
ン
タ
ー

P

P

P

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

施
設
の
紹
介

2022年1月26日 がんゲノム診療の現状と今後の展望
2022年3月23日 高精度放射線治療：Varian TrueBeamの導入で
 激変する会津中央病院の放射線治療
2022年４月20日 診療報酬の改定について
2022年６月22日 がん患者のアピアランス向上に向けて
2022年８月24日 がん治療におけるＶＥＧＦ制御の実際　
2022年9月19日 がん治療センター記念講演会
2022年10月19日 精子バンク・卵子バンクの現状と今後の展望（予定）

がん治療センター　講演会の実績及び今後の予定

医療従事者向けや市民向けに講演会を実施しています。

＊オンライン配信あり・詳細はホームページ等で確認ください
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会津中央病院外科は、食道・胃・大腸といった消化管疾患、肝臓や膵臓といった肝胆膵疾患、乳腺・甲状腺といった内分泌疾患など、

良性疾患から悪性疾患まで幅広く対応しております。

当科では、疾病別に消化管グループ、肝胆膵グループ、乳腺内分泌グループ、化学療法・緩和グループなど

診療体制を４グループに分け、より専門的な医療を実践しております。

傷を出来るだけ小さくして行う手術（腹腔鏡手術や胸腔鏡手術、ロボット手術の導入）といった低侵襲性の治療にも力を入れ、

悪性疾患のがんの状態やステージ、ご本人のご希望や生活状況を総合的に考え、

幅広い選択肢の中から最適な治療方法を検討していきます。

がん 治 療 の 最 前 線
会 津 中 央 病 院 外 科

S U R G E R Y

主
な
対
象
疾
患

乳
癌
、乳
腺
症
、線
維
腺
腫
、乳
腺
炎
、乳
腺
膿
瘍
、

甲
状
腺
癌
、甲
状
腺
腺
腫
、腺
腫
様
甲
状
腺
腫
、甲

状
腺
機
能
亢
進
症（
バ
セ
ド
ウ
病
）、甲
状
腺
機
能

低
下
症（
橋
本
病
）、亜
急
性
甲
状
腺
炎
、副
甲
状

腺
疾
患
、副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

主
な
対
象
疾
患

食
道
、胃
、大
腸
な
ど
の
癌
疾
患
、悪
性
リ
ン
パ
腫
、

消
化
管
間
葉
系
腫
瘍
。胃
・
十
二
指
潰
瘍
の
穿
孔
や

出
血
、家
族
性
大
腸
腺
腫
症
、大
腸
憩
室
炎
、急
性

虫
垂
炎
、大
腸
穿
孔
、潰
瘍
性
大
腸
炎
、ク
ロ
ー
ン

病
、腸
管
ベ
ー
チ
ェッ
ト
病
、痔
核
・
痔
瘻
な
ど
の
肛

門
疾
患
、鼠
径
部
の
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

主
な
対
象
疾
患

肝
細
胞
癌
、胆
管
細
胞
癌
、転
移
性
肝
癌
、肝
血
管

腫
、肝
嚢
胞
、肝
硬
変
、門
脈
圧
亢
進
庄
、胆
管
癌
、

胆
嚢
癌
、乳
頭
部
癌
、胆
嚢
ポ
リ
ー
プ
、胆
嚢
腺
筋

腫
症
、胆
嚢
結
石
症
、胆
管
結
石
症
、肝
内
結
石

症
、急
性
胆
嚢
炎
、急
性
胆
管
炎
、膵
胆
管
合
流
異

常
症
、膵
癌
、膵
管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍
、膵
粘
液

性
嚢
胞
腫
瘍
な
ど

日本外科学会
外科専門医制度修練施設

日本消化器外科学会
専門医修練施設

日本肝胆膵外科学会
高度技能専門医制度認定修練施設

日本消化器病学会
専門医指定施設

日本消化器内視鏡学会
専門医指定施設

日本がん治療認定医機構
認定研修施設

日本救急医学
専門医制度指定施設

日本乳癌学会
認定医専門医制度関連施設

日本内分泌甲状腺外科学会
専門医関連施設

日本呼吸器外科学会
専門医制度関連施設

緩
和
ケ
ア
外
来

第
２・４
土
曜
日　
午
前

毎
週
月
曜
日　
午
後

緩
和
ケ
ア
外
来
で
の
診
察
内
容

・痛
み
や
体
の
だ
る
さ
、吐
き
気
、息
苦
し
さ
、食
欲
低
下

　

な
ど
の
つ
ら
い
症
状
の
緩
和

・患
者
様
や
御
家
族
様
の
こ
こ
ろ
の
つ
ら
さ
への
対
応

・社
会
的
な
悩
み
を
持
た
れ
て
い
る
方
の
サ
ポ
ー
ト

・療
養
先
の
選
択
に
関
す
る
相
談

統括部長 （消化管外科）

外科部長 （肝胆膵外科） 
 

外科部長 （内分泌・乳腺外科）

外科部長 （緩和ケア）

外科部長 （消化管外科）

外科医長 （肝胆膵外科）

外科医長
（内分泌・乳腺外科・緩和ケア）

外科医師

外科医師

施設認定 外科スタッフ紹介 （専門医・指導医は主たる資格のみ掲載）

井上　典夫

天野　穂高

旭　　修司

島貫　公義

矢澤　貴

畠　達夫

長谷川　翔

吉森　大悟

南野　光太郎

日本外科学会 専門医・指導医

日本外科学会 専門医・指導医
日本消化器外科学会 専門医・指導医
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本胆道学会 指導医
日本肝胆膵外科学会 指導医

日本外科学会 専門医
日本内分泌外科学会 専門医
日本甲状腺学会 認定専門医

日本外科学会 専門医・指導医
日本消化器外科学会 専門医・指導医
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
日本臨床栄養代謝学会 認定医
日本緩和医療学会 認定医

日本外科学会 専門医・指導医
日本消化器外科学会 専門医・指導医
日本がん治療認定機構 がん治療認定医
日本臨床栄養代謝学会 認定医
日本内視鏡外科学会 技術認定医
日本サルコペニア・フレイル学会　サルコペニア・フレイル指導士

日本外科学会 専門医
日本消化器外科学会 専門医・指導医
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
日本膵臓学会 認定指導医
日本臨床栄養代謝学会 認定医
日本胆道学会 認定指導医

日本外科学会 専門医
日本乳癌学会 認定医

日本外科学会 専門医

　
消
化
管
の
疾
患
は
食
道
か
ら
肛
門
ま
で

の
疾
患
を
扱
い
、特
に
食
道
が
ん
、胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
が
多
く
、健
診
セ
ン
タ
ー
や
消
化

器
病
セ
ン
タ
ー
、市
内
一
般
医
院
の
先
生
方

と
連
携
し
、早
期
の
も
の
は
負
担
の
少
な
い

内
視
鏡
的
治
療
や
放
射
線
治
療
を
選
択

し
、進
行
し
た
も
の
は
腹
腔
鏡
や
胸
腔
鏡
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
な
ど
低
侵
襲
手
術
を
目
指

し
て
い
ま
す
。転
移
を
伴
う
進
行
が
ん
や
再

発
し
た
が
ん
治
療
は
化
学
療
法
や
放
射
線

治
療
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を
組
み
合
わ

せ
た
集
学
的
治
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
良
性
疾
患
で
は
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
穿
孔

な
ど
消
化
管
穿
孔
、虫
垂
炎
な
ど
腹
膜
炎

を
き
た
す
疾
患
や
腸
閉
塞
、ヘ
ル
ニ
ア
陥
頓

な
ど
緊
急
手
術
が
必
要
な
急
性
腹
症
の
診

察
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
鼡
径
部

の
ヘ
ル
ニ
ア
や
痔
核
、痔
瘻
な
ど
の
肛
門
疾

患
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
は
、泌
尿

器
科
や
婦
人
科
と
の
合
同
で
行
う
手
術
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
が
ん
、胆
道
が
ん
、膵
が
ん
な
ど
の

肝
胆
膵
の
が
ん
は
、診
断
が
複
雑
で
外
科
手

術
は
煩
雑
で
高
い
専
門
性
を
必
要
と
す
る

領
域
の
疾
患
群
で
す
。当
科
は
日
本
肝
胆
膵

外
科
学
会
高
度
技
能
専
門
医
修
練
施
設
の

ひ
と
つ
で
、本
胆
道
学
会
、日
本
膵
臓
学
会

の
指
導
施
設
の
認
定
を
受
け
て
い
る
難
度

の
高
い
手
術
や
治
療
を
提
供
で
き
る
施
設

で
す
。ま
た
消
化
器
内
科
、放
射
線
科
、心

臓
血
管
外
科
な
ど
他
科
と
の
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
専
門
性
の
高
い
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、肝
胆
膵
の
が
ん

は
、早
期
に
発
見
し
治
療
し
て
い
く
事
が
最

も
大
切
で
す
。地
域
の
医
療
機
関
と
の
病
診

連
携
を
強
化
し
治
療
成
果
を
高
め
て
参
り

ま
す
。

　

甲
状
腺
、副
甲
状
腺
、副
腎
疾
患
、乳
腺

疾
患
の
他
、首
や
胸
の
し
こ
り
、内
分
泌
機

能
の
異
常
な
ど
を
扱
い
ま
す
。乳
が
ん
は
マ

ン
モ
グ
ラ
フィ
や
超
音
波
検
査
な
ど
各
種
画

像
診
断
に
よ
る
精
密
検
査
を
実
施
し
異
常

が
あ
れ
ば
、病
変
の
一
部
を
採
取
し
て
顕
微

鏡
で
調
べ
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。手
術
は
、

部
分
切
除
や
全
切
除
術
、形
成
外
科
と
の
連

携
に
よ
る
再
建
手
術
な
ど
を
施
行
し
て
い

ま
す
。術
中
の
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
生
検
な
ど

で
転
移
の
範
囲
を
確
認
し
、体
に
負
担
の
少

な
い
手
術
体
制
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

治
療
方
針
は
、あ
ら
か
じ
め
院
内
の

Cancer Board

、 Tum
or Board

等
で
検

討
さ
れ
ま
す
。外
来
で
の
化
学
療
法（
抗
癌

剤
投
与
治
療
）や
外
来
緩
和
ケ
ア
、人
工
肛

門
な
ど
の
ス
ト
マ
ケ
ア
、術
後
の
外
来
栄
養

指
導
等
を
施
行
し
ま
す
。ま
た
、当
院
に
は
、

緩
和
ケ
ア
の
専
門
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。専

門
医
だ
け
で
な
く
、薬
剤
師
、看
護
師
、リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
、様
々
な
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
す
。治
療
に
関
す
る
不

安
や
つ
ら
さ
等
の
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、治

療
費
な
ど
の
経
済
的
な
不
安
や
患
者
様
を

支
え
る
ご
家
族
の
方
の
不
安
な
ど
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

チ ー ム 医 療 の 実 践

消
化
管
疾
患

肝
胆
膵
疾
患

化
学
療
法
・
緩
和

乳
腺
内
分
泌
疾
患

1

会津中央病院
外科統括部長 井上典夫

text : 
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人間ドックのお問い合わせ
TEL.0242-24-6881
（健診センター）

医療機関からのお問い合わせ
TEL.0242-24-1534
（PET画像診断予約センター）

PET検査は、がんの早期発見や、
がん治療前にがんの広がり、他の
臓器への転移を調べる検査です。
また、がんの治療中の効果判定
や、治療後の再発がないかを確認
するなど、さまざまな目的で行われ
ます。1cm以下の「がん」を発見す
るには、現在ではPET検査がもっ
とも有効といわれています。がん
は、種類や状態により種々な検査
を組み合わせ、早期発見が重要
で、早期治療することで予後の改
善につながります。

　
が
ん
細
胞
は
正
常
細
胞
に
く
ら
べ
て
、多

く
の
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
内
に
取
り
込
む
性

質
が
あ
り
ま
す
。そ
の
性
質
を
利
用
し
て
、

ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
場
所
を
機

器
で
検
出
し
、が
ん
を
発
見
す
る
の
が

P
E
T
検
査
で
す
。ブ
ド
ウ
糖
に「
放
射
性

同
位
元
素
」を
つ
け
た
薬
剤（
1
8
F
ー

F
D
G
）を
注
射
す
る
と
、こ
の
薬
剤
が
が

ん
の
病
巣
に
集
ま
り
ま
す
。薬
剤
が
集
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
は
放
射
線
が
多
く
放
出
さ

れ
る
の
で
、そ
れ
を
捕
ら
え
て
画
像
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、が
ん
の
病
巣
を
見
つ
け
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、全
身
を
一
度
の
検
査
で
診
る
こ
と

が
で
き
、が
ん
リ
ン
パ
節
転
移
の
有
無
の
判

断
に
も
優
れ
て
い
る
た
め
、病
期
診
断
は

C
T
や
M
R
I
に
比
べ
特
に
効
果
的
で
す
。

が
ん
が
疑
わ
れ
な
が
ら
他
の
検
査
で
病
巣

が
発
見
で
き
な
い
原
発
不
明
が
ん
の
診
断

や
、が
ん
の
早
期
発
見
、病
期（
進
行
度
）診

断
、治
療
効
果
判
定
、転
移
、再
発
を
調
べ
る

の
に
特
に
重
要
な
検
査
で
す
。

　
検
査
は
、1
8
F
ー
F
D
G
を
静
脈
注
射

し
、全
身
に
く
す
り
が
行
き
渡
る
ま
で
1
時

間
か
ら
2
時
間
安
静
に
し
ま
す
。（
そ
の
間
、

体
を
動
か
す
と
使
っ
た
筋
肉
に
薬
剤
が
集

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、安
静
に
過
ご
し
ま
す
）

撮
影
は
P
E
T
装
置
の
ベッ
ド
に
横
に
な
り

2
0
分
か
ら
3
0
分
間
で
終
了
し
ま
す
。放

射
性
薬
剤
を
用
い
る
た
め
比
較
的
少
な
い
で

す
が
、放
射
線
被
曝
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、使

用
す
る
薬
剤
に
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
や
副

作
用
は
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

血
糖
値
が
高
い
と
検
査
の
精
度
が
低
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

て
い
る
方
、普
段
か
ら
血
糖
値
の
高
い
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

P E T 検 査
全
身
の

が
ん
を

検
査
す
る

P
E
T
検
査

の
原
理

Positron Emission Tomography

絶 食

1

検査の5～6時間前は絶食
（糖分を含むものは飲食禁）

注 射

2

18F-FDG
（静脈注射）

安 静

3

1～2時間、安静

撮 影

4

20～30分程度

休 息

5

30分ほど安静

＊前日に激しい運動をすると、筋肉に薬が集まってしまうので注意が必要です

検査の
基本的な
流れ

d i a l y s i s  c e n t e r

無 料 送 迎
サ ー ビ ス
スタート !
会津若松市内、会津美里ルート、
喜多方市ルートで送迎サービス
を始めました。

♫「バスが会津中央病院を出発しました」

♫「あと5分程で城南小学校前に到着します」

♫「前のバス停を出発しました」

登録バス停に
バスが近づいたら
LINEで通知
（実証実験中）

＊事前のバス停登録設定が必要となります。　＊送迎条件について詳しくはお問合せください。

会津若松市内
コース
（月～土）

会津美里町・
門田町
コース
（月、水、金）

喜多方市・
塩川・河東
コース
（火、木、土）病院から

半径５km以内

50床（一般透析室、個室透析室、待合サロン、ロッカールーム、専用駐車場）

血液透析、血液透析濾過、血液濾過、持続血液透析濾過法等

早朝透析 07:30～、午前の部 08:30～、午後の部 12:00～

透析用監視装置、透析支援システム、超音波診断装置、体成分分析など

送迎サービス、アーム型テレビ、Free-Wi-Fi、シャント管理、旅行透析

ベ ッ ド 数

透 析 療 法

透 析 開 始

主 な 設 備

そ の 他

送迎ルート

　

会
津
中
央
病
院
は
、新
た
な
知
見

を
集
積
し
良
質
か
つ
最
新
の
高
度
医

療
の
提
供
な
ど
、既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
病
院
環
境
の
創
造
を
意
欲
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。新
人
工
透
析
セ

ン
タ
ー
は
、病
床
数
5
0
床
、ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
ベッ
ド
間
隔
を
広
め
に
設
計

し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、透
析
中
に
利
用
で
き
る
テ
レ
ビ

や
W
i
ー
F
i
環
境
な
ど
ア
メ
ニ

ティ
設
備
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、透

析
後
ゆ
っ
く
り
休
憩
を
と
る
事
の
で

き
る
サ
ロ
ン
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

日
常
生
活
と
密
接
な
治
療
だ
か
ら
こ

そ
、ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
環
境

造
り
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
透
析
環
境
を
重
視

患
者
様
の

快
適
な

環
境
づ
く
り

人工透析に関するお問い合わせ TEL.0242-25-1816 （人工透析室）

医療機関からのお問い合わせ TEL.0242-33-7100 （病診連携室）
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A I Z U  C H U O  H O S P I T A L  M A G A G I N E
C a n c e r  T r e a t m e n t  C e n t e r

「良好な栄養状態は、人間の幸福の基盤になる」

　これは2013年に開催された、最初の「栄養サミット」の翌年2014年にこの会議

の内容をもとに作成された「世界栄養報告書」の序文です。「持続可能な開発

目標(SDGｓ)」が設定される前のことです。栄養不良の解決なくしては、SDGｓの

多くの項目を目標値に到達させることが困難になることが国際的に認識される

ようになったそうです。

　「良好な栄養状態」を維持するためにはどうすればよいのでしょうか。何を食べる

か二つに一つ、でもなければ、ある特定の栄養素、食品、さらに食品群を極端に

制限し、逆に過大評価して推奨することでもありません。このコロナ禍においては

普段の生活に制限があったことにより、野菜や果物、乳製品が減少し、炭水化物

を多く含む食品の摂取量が増加したそうです。このように食べることは様々な出来事

の影響を受けやすく、毎食思い通りに、とはいかないことのほうが多いように思い

ます。

　

　おすすめは「一汁三菜」という日本の献立の考え方です。「良好な栄養状態」

を保つための指標の一つに「日本人の食事摂取基準2020」というものがあります

が、献立を「一汁三菜」で考えると、この中で示されている基準に自然と近づける

と思いますが、ポイントは「減塩すること」です。昔ながらの「一汁三菜」となると少し

食塩をとりすぎることになるので、薄味が好みの味になるよう、少しずつ時間をかけて

慣れていきましょう。　
vo
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外来受診の予約について（平日8:30-17:00）

紹介状をお持ちでない方

会津中央病院
TEL 0242-25-1515（代）

医療機関からのご紹介又は紹介状をお持ちの方

会津中央病院　病診連携室
TEL 0242-33-7100

＊紹介状をお持ちでない方の受診予約は各診療科へお問い合わせください。
＊初診時に保険外併用療養費として3,000円を頂いております

＊ご紹介状をお持ちの方は病診連携室で受診予約を承っております。

栄養科　星　直子

［ よ ろ こ び ］

会
津
中
央
病
院


